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	申請者は、緩和ケアにおける意思決定に資する新たな疼痛治療選択肢の提案と予後予測法の開発に向けて、以下の3篇の研究を行った。
	１） 緩和ケアにおける意思決定に資する新たな疼痛治療選択肢の提案　
	WHOの段階疼痛ラダーの第1段階のアセトアミノフェン注射薬（以下IV APAP）について、単変量ロジスティック回帰分析、並びに、多変量ロジスティック回帰分析を行った結果、有意に鎮痛効果に関与する因子として性別、1日当たりの経口モルヒネ換算オピオイド投与量（morphine equivalent dairy dose: MEDD）を抽出した。鎮痛効果が得られるMEDDのカットオフ値が45 mg/dayであることを明らかにした。
	２）がん患者における臨床検査値の変化点に基づいた客観的な短期予後予測法の考案
	大学病院を死亡退院した患者の臨床検査値から、変化点検出法を用いて短期予後の客観的予測法の開発を試みた結果、WBC、PLT、CRP、BUN、AST、LDHを組合せた予測法（WPCBAL score、WPBAL score）が、予後2週間を予測できる客観的な予測法になりうる可能性を示唆した。
	３） 終末期がん患者に対するその予測法（WPCBAL score）
	以上、終末期の意思決定時に求められる生命予後情報を簡便に入手できる新しい手法を考案したことにより、博士（薬学）の学位論文に値するものと認める。


